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團
昨
年
中
の
京
都
大
男
天
文
縄
掛

　
　
　
　
　
　
“
慨
　
況
　
報
　
告
1
1

　
器
械
に
つ
い
て
は

子
午
儀
1
1
例
年
の
通
り
專
ら
時
刻
襯
測
に
用
ゐ
ら
れ
れ
。

　
但
し
此
の
果
絨
ほ
始
め
、
子
午
儀
室
の
東
毫
に
置
か
れ
て
あ
っ
れ
か
、
九
月
に

　
西
琶
上
に
移
さ
れ
て
其
の
跡
に
測
地
學
委
員
會
の
子
午
儀
が
据
砂
ら
れ
れ
。

測
地
學
委
員
魯
所
驕
の
子
午
儀
”
九
月
ま
で
天
項
儀
室
丙
に
置
か
れ
■
、
年
の
初

　
め
頃
、
百
濟
理
學
士
が
佐
々
木
彗
星
の
比
較
星
観
測
を
し
れ
。
・
八
月
¢
九
月

　
ミ
に
は
山
本
助
…
教
授
ば
之
れ
に
依
っ
て
白
烏
座
第
三
新
星
の
赤
経
赤
緯
の
観

　
測
を
・
し
れ
。
其
の
結
果
は

　　

@赫
ﾔ
籍
懸
隔
麺
秒
（
簗
脚
）

　
九
月
末
に
、
天
項
儀
室
を
丁
吋
反
射
鏡
に
譲
っ
て
思
掛
儀
は
子
午
儀
室
の
東

壷
に
移
さ
れ
れ
。
其
後
は
時
刻
襯
測
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る

経
緯
儀
ハ
何
に
も
用
ゐ
ら
れ
な
か
つ
六
。

七
吋
赤
道
儀
1
1
例
に
よ
っ
て
山
本
助
敢
授
が
攣
光
星
灘
測
に
用
ゐ
、
叉
二
、
三
、

　
四
月
に
は
火
星
の
観
測
し
郭
。
五
月
二
十
五
日
夜
、
百
濟
理
學
士
は
之
れ
で

　
テ
ン
ペ
〃
彗
星
を
量
見
、
六
月
中
此
の
彗
星
の
親
心
を
績
げ
た
。
夏
八
月
に

　
は
山
本
助
数
授
が
族
行
か
ら
脇
っ
て
、
百
濟
運
學
士
と
共
に
叉
此
の
彗
星
を

　
勲
回
観
渡
し
六
。
入
月
末
か
ら
九
月
へ
は
山
本
助
敏
授
が
白
鳥
座
新
星
の
罵

　
眞
及
び
ス
凪
〃
㍗
〃
．
爲
眞
を
撮
つ
六
、
其
撒
二
十
二
枚
。

四
吋
赤
道
儀
1
1
例
に
よ
つ
て
山
本
，
古
川
、
中
村
諸
氏
が
攣
光
星
を
襯
湿
し
れ
。

　
叉
、
年
初
は
佐
々
木
氏
、
年
末
に
は
山
本
氏
が
彗
星
捜
索
に
用
ヵ
た
。
伺
久

　
婁
間
は
山
本
、
川
崎
爾
氏
が
太
陽
黒
点
の
観
測
に
用
ゐ
六
。
　
三
月
大
黒
点
群

　
書
見
。

十
吋
反
射
鏡
1
1
九
月
新
着
」
　
十
月
元
の
天
項
儀
室
に
据
付
、
銀
甲
の
十
五
日
か
ら

　
山
本
助
敷
授
が
專
ら
攣
光
星
の
親
測
を
し
れ
9

太
陽
鏡
1
1
九
朔
観
田
氏
來
任
ミ
共
に
太
陽
窺
眞
撮
影
に
活
動
し
た
。
十
一
月
柳

　
め
に
出
れ
大
黒
瀦
も
之
れ
に
よ
っ
て
登
見
さ
れ
、
れ
。

人
員
に
つ
い
て
は

，
噺
城
敏
授
1
1
捲
任
の
講
義
課
目
は

　
　
力
學
通
論
　
力
學
大
要
　
　
宇
宙
進
化
論

　
四
月
初
旬
東
京
に
出
張
、
九
月
か
ら
は
撃
術
研
究
會
議
の
象
め
数
回
棄
上
9

　
十
月
同
會
の
天
交
學
部
副
部
長
電
な
る
。

山
本
助
敏
授
詩
塘
任
の
講
義
課
目
に

　
星
學
漣
論
（
一
年
間
毎
週
二
時
間
乃
至
三
時
間
）

　
誤
差
論
．
（
九
月
よ
り
年
末
ま
で
毎
週
二
時
間
）

　
天
髄
観
測
指
導
（
毎
週
一
回
）

　
（
リ
ナ
グ
ラ
フ
イ
（
臨
時
講
義
、
五
時
間
）

　
四
刀
初
佃
東
京
に
出
張
、
日
本
数
學
物
理
學
會
に
○
昌
夢
①
目
差
巴
旨
器
。
・
。
h

　
　
　

　
竃
一
H
μ
亀
　
娼
》
昌
㊦
駐
　
を
畿
表
G
五
月
宋
よ
り
七
月
ま
で
丈
部
省
測
地
墨
　
委
員
曾
・

　
囑
托
と
し
て
新
潟
縣
下
に
出
張
、
前
年
よ
d
の
縫
績
ピ
し
て
電
力
偏
差
観
測

　
を
行
ふ
、
寒
肥
数
胃
〇
一
瓢
。

　
二
月
よ
り
五
月
て
よ
で
火
一
星
観
…
測
。
八
月
テ
ン
ペ
膨
昏
昏
昆
出
親
㎞
測
．
．
八
九
月
バ
白
巨
阿

　
座
新
星
寓
眞
襯
測
。
攣
光
星
観
測
殿
三
三
九
回
。
十
月
米
國
｝
臣
・
＜
・
『
○
・
會

　
員
に
推
知
せ
ら
ろ
。

佐
々
木
助
手
贈
例
の
如
く
時
刻
観
測
。
年
初
に
攣
光
星
及
び
火
星
木
星
観
測

　
六
月
病
氣
無
下

古
川
助
手
1
1
十
月
十
五
阯
新
任
。

　
攣
光
星
及
び
流
星
額
測
、
十
一
月
米
國
跨
諺
・
ぐ
・
匂
口
¶
O
．
會
員
に
推
薦
也
ら
る

百
濟
理
事
士
”
研
究
の
傍
ら
五
月
二
十
五
H
東
天
に
テ
ソ
ペ
レ
彗
星
装
見
、
其

　
の
後
数
回
岡
彗
星
を
親
測
。

　
九
月
大
雲
院
を
退
學
。

天
丈
同
好
寧
山
本
、
古
川
爾
氏
等
登
起
し
て
九
月
創
立
、
會
員
を
募
り
、
随

時
講
演
を
な
し
＋
月
よ
り
「
蘇
誌
」
天
界
を
獲
刊
．
年
末
會
員
総
敬
五
．
百
五
†

　
一
名
。
（
詳
細
は
略
す
）


